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1. はじめに 

近年，直線的な経済（リニアエコノミー）から，

循環経済（サーキュラーエコノミー）への移行が

国際的にも共通の課題となっている．例えば，EU
（欧州連合）では，ELV（End-of-Life Vehicle）指令

の改正案，「自動車の設計・廃車（ELV）管理にお

ける持続可能性要件に関する規則案」が 2023 年に

発表され，この規則案は，自動車の設計から廃車

に至るあらゆる段階で循環経済への移行を促進す

ることを目的としている 1)． 我が国でもプラスチ

ック資源循環促進法が令和 4 年から施行される 2-

3)など，サーキュラーエコノミーへの移行に向け

た取り組みが始まっている． 
三重県においても資源循環の取り組みを進める

中，工業研究所では令和 3 年度から「産業廃棄物

の発生抑制・低減化に関する調査研究」を進めて

いる 4-6)．ここでは，その令和 6 年度における調査

研究の概要を報告する． 
 

2. 事業の概要 
 令和 6 年度は，プラスチック製品製造業を中心

に 43 社を訪問し，企業から排出される有機系及び

無機系の廃棄物等に関するヒアリング・サンプリ

ングを行うとともに，各種調査や分析評価，可能

性試験に取り組んだ．  
 
＊  ものづくり研究課 
＊＊ 電子機械研究課 
 

ここでは，その中から「ガラス繊維強化プラス

チックのリサイクルの可能性に関する調査」の取

り組みについての概要を報告する． 
 

3. 具体的な取り組み 

3.1 ガラス繊維強化熱硬化性プラスチッ

クのリサイクル可能性の調査 

 ガラス繊維強化熱硬化性プラスチック(GFRP)
は，機械的強度や耐熱性が高く，寸法精度に優れ

ることから，以前より自動車や船舶，風力発電，

家電，浴槽，配膳トレイなど，幅広い用途で使用

されている．一方で，GFRP に使用される熱硬化性

樹脂は一度硬化すると熱を加えても再溶融しない

ため，再利用が困難である．そのため，廃材とし

て処理される GFRP は年間数十万トンに上り，そ

の 49 %は埋立て処理されている．また，エネルギ

ー回収としてサーマルリサイクルされているのは

数%にとどまっている現状で，マテリアルリサイ

クルやケミカルリサイクルはほとんど行われてい

ない 7)． 

そこで，工業研究所では GFRP のリサイクル利

用について検討している 8-10)．令和 6 年度は，使

用後の GFRP を粉砕し，増量剤（フィラー）とし

て熱可塑性樹脂と混合して，造粒を行うことで再

利用の可能性を調査した．その結果，増量剤を 20 
wt%程度まで添加しても造粒可能であることが明

らかになった．今後，GFRP の廃棄が増加してくる

際には，これらの調査研究で得られた知見が

GFRP を製造している企業の資源循環に活用する
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ことができる． 

3.2 ガラス繊維強化熱可塑性プラスチッ

クのリサイクル可能性の調査 
 ガラス繊維強化熱可塑性プラスチック(GFRTP)
は，比強度が大きいことから金属代替材料として

自動車等の製品に広く利用されている．前述の

GFRP とは異なり，加熱により再利用が可能であ

る特徴を有するが，再度，熱溶融成形する際にガ

ラス繊維が破損し，強度が低下するため，自動車

への適用は難しく，日用品等への利用が主流とな

っている．令和 6 年度は，再度，GFRTP を成形し

たときの物性を評価するために，射出成形時に発

生する廃 GFRTP を回収して，試験片を作製し，強

度測定を実施した．その結果，バージン材よりも

引張強さが 20 %程度低下していた．今後は日本に

おいても、ELV 指令のように新車の生産に再生プ

ラスチックを利用することが厳密に求められるこ

とが予想されるため，引き続き、GFRTP のリサイ

クル性について検討を進めていく必要がある． 

3.3 技術情報収集及び学会発表 
 産業廃棄物のリサイクルに関する最新の技術情

報を収集するとともに，これまでに得られた成果

を普及するため，第 35 回廃棄物資源循環学会研究

発表会に参加し，表 1 に示した題目で発表を行っ

た． 
 

4. まとめ 
 工業研究所では，製造業における廃棄物の低減，

リサイクルの推進を行うための検討を進めてい

る．令和 6 年度は，ガラス繊維強化プラスチック

のリサイクルを推進するために，関連企業へのヒ

アリング，廃材を使用したリサイクル製品製造の

ための試作，物性評価などを実施した．社会情勢

の変化に伴いリサイクルにおける課題も変わって

いくが，これまでに積み上げた技術的知見を活か

し，今後も廃棄物の利活用の可能性を示し，地域

循環共生圏の形成につなげていきたい． 
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（本調査研究事業は，産業廃棄物税を財源として

います．） 
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表 1 第 35 回廃棄物資源循環学会研究発表会での発表題目 

講演番号 題目 発表者 

C2-7-P ポリオレフィン樹脂のリサイクルが物性に及ぼす影響 

藪谷祐希 
村山正樹 
西川 孝 
森澤 諭 

C6-7-P 
太陽光パネルの廃ガラスを使用したポーラスコンクリー

トの圧縮強度に関する基礎的研究 

前川明弘 
村山正樹 

ほか 

 


